
1 

令和６年度 第３回 新潟市男女共同参画推進センター運営委員会 議事概要 

日 時： 令和７年３月２１日（金） 午後１時３０分～３時

場 所： 新潟市万代市民会館 ３０７・３０８研修室

出席者： 新潟市男女共同参画推進センター運営委員

 石原委員、太田委員、塩沢委員、高橋委員、田鹿委員、多田委員、田中委員

     事務局（男女共同参画課） 

石崎課長、荒井課長補佐、三間主査、大塚職員、弦巻職員

１ 開会

２ 男女共同参画課長あいさつ

３ 報告

（１）令和６年度事業報告（１１月～３月開催事業）

  （事務局） 各担当より主催事業の報告

  （田中委員） 「ジェンダーで社会を考える講座」の参加者数は昨年度より減ったが、「ジ

ェンダー」という言葉が入っているにもかかわらず参加者の年代が多様になっ

た。昨年度と何が違うのか理由を知りたい。

  （大塚職員） 昨年度の「ジェンダーで社会を考える講座」はケア労働、ケア役割といった

内容のためか、参加者は 30 代以上で、50 代が最多、半数以上が 50 代・60代

だった。令和 3年度に「不安な時代のジェンダー」というタイトルで開催した

際の第 1回がジェンダー基本編で、20代の参加もあった。ジェンダーの入門

編のようなニュアンスがあると、若い方の参加が増える印象を持った。講座の

初回に概論を設けたのも多様な方に参加していただくことに繋がったように感

じる。

  （田中委員） 公民館で企画している方と話をしている中で、ジェンダーという言葉を前面

に出すかどうか、とても難しく思っている。ジェンダーという言葉を出すと参

加してくれなくなるのではと勝手に思い込んでいたが、今回の講座の振り返り

を読んで、ジェンダーに興味を持っている方はたくさんいる可能性があって、

今回はジェンダーに興味があり、なおかつ健康に興味のある方がいたのだと思

う。

  （大塚職員） 今回、10代・20 代の参加が多かったのが、第 2回のメンタルヘルスの回だ

った。メンタルヘルスに関しては年齢問わず関心がある気がする。ジェンダー

という言葉を出すか出さないかについては、企画委員会議の中でもまだ考えて

いかないといけないという話をしていた。

  （荒井課長補佐） 参加者の年代が多様になったのは、オンライン開催だったということもある

と考えている。

（塩沢委員） 「ジェンダー」という言葉はアルザの講座にむしろ載せていただきたい。入

門編は個別に様々な形であるが、ジェンダーで社会を考えるのはアルザの一つ

の役割だと思うので、ぜひ継続していただきたい。アンケートの感想を男女別

に掲載していただき、すごく読みやすかったと思う。今回は 2回、オンライン

で開催し、結構遠い所からの参加もあったが、感想を読んでいると「新潟の女



2 

性は」といった言葉が何回か出てきて、私も女性史とか女性問題を新潟にこだ

わってずっと取り組んできたこともあり、感想に居住地域を付け加えていただ

くと分かりやすいと思った。

       「アルザ de カフェ」は、企画委員などの人材育成ということでとても良か

ったが、「家事座談会」の講師名がチラシの表面になかったことに驚いた。

（弦巻職員） 「アルザ de カフェ 2」のチラシについては、ご指摘いただくまで意識して

いなかったが、講義ではなく座談会が中心の講座だったので、チラシの表面に

講師名を載せない形になってしまった。座談会を進行する方のお名前はやはり

チラシの表面に掲載するよう気をつけたいと思う。

（大塚職員） 「ジェンダーで社会を考える講座」は今回オンライン開催ということもあ

り、東京や長岡の方の参加もあった。第 2回は会場開催だったが、東京からの

参加もあった。地域性というところは意識していきたい。

（田鹿委員） 「ジェンダーで社会を考える講座」は 3回、「アルザ deカフェ」は 2回開

催しているが、同じ方が参加しているのか回ごとに参加者は違うのか。

  （大塚職員） 「ジェンダーで社会を考える講座」は各回申し込み可能だったが、半数の方

が全ての回を申し込まれた。

（田鹿委員） 同じ方が毎回受講しているのではやはり広がりがなくなってしまうので、

様々な方が参加されるのがいいのではないか。

（弦巻職員） 「アルザ de カフェ」は開催時期が 12 月と 2月に分かれていたので、全く別

の方が参加していた。

（太田委員） 「男性の生き方講座（定年期）」は、男性が自ら参加したいと申し込んだの

か、パートナーから誘われて申し込んだのか。

（三間主査） 結論から言うと、パートナーが誘って参加という方はほとんどいなかった。

女性のパートナーが男性の申し込みをしてきた際に、パートナーも参加可能だ

と伝えたら、その方からも申し込みをいただいた以外は、男性の方が自ら申し

込みされた。パートナーを誘って多く集客できればという思いで企画委員と話

し合っていたが、結果的にはそのような状況だった。

（太田委員） 第 1回は対象が男性のみだったが、感想の中で「妻との会話は、共感するこ

と、決してアドバイスはしない。」とあり、いい捉え方をしてもらったと思っ

た。第 1回もパートナーと一緒に 2人で参加したら良かったのではないかと思

う。

（三間主査） 講師は女性で、パートナーがいらっしゃる方なので、思いを込めて講座でお

話しくださったので男性に伝わったかと思う。ご意見いただいたように、女性

も一緒に参加したら、違った角度になるというのは良い考えだと思う。ただ、

今回男性だけで思った以上に盛り上がった。男性だけだから話せるということ

もある。男性だけの良さ、女性と一緒の良さ、それぞれあると思う。

（田中委員） 資料 1の 11 ページの企画委員による振り返りのまとめの中に、「1回目、2

回目ともにジェンダーが講師の専門ではない分、話がスムーズではない部分が

あった。」と反省として挙げられているが、具体的にはどんなことなのか。

       また、この資料の「男性の生き方講座（定年期）」と「ジェンダーで社会を

考える講座」には、企画委員による振り返りが記載されているがそのほかの講

座にはそれがない理由は。

  （荒井課長補佐） 2 つ目の質問については、資料 1の左側に�のマークがついている講座が企
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画委員と一緒に企画する講座である。それ以外は職員が企画している。

  （三間主査） 1 つ目の質問については、例えば家事は女性がやるものだという決めつけは

良くないというお話の中で、女性脳、男性脳といった言葉があったことなど

が、企画委員の振り返りにおいて感想として挙げられた。

  （田中委員） この資料は参考になるし、振り返りを読み込むと質問しやすい。職員が企画

した講座においても、参加者のアンケートを読んでイメージできるが、さらに

全体を俯瞰した運営している職員の感想があると良い。資料 2の市民団体協働

事業については、参加者のアンケートだけでなかなかイメージをつかめなかっ

た。

  （荒井課長補佐） 企画委員と一緒に企画する講座は、振り返りの日を設けているので、その内

容を記載している。それ以外の講座については、職員個人の思いばかりになっ

てしまう可能性もあるので、載せるべきものなのか検討したい。

  （多田委員） 「男性の生き方講座（定年期）」の参加者の感想や企画委員の振り返りを最

初に読んだときに、講座自体が偏った講座なのかと思ったが、もう 1回読ん

で、しっかり話を聞いていたからこそこの感想を書いたのではないかと思っ

た。それで、内容はどうなのかと思ったとき、多分家庭も大事なのは分かって

いるけど仕事をしなくてはという思いが強い世代なのではないかと思う。女性

の視点をガツンと言われると自分を否定されたような感じになるので、その思

いを感想に書いたというのは、私は収穫なのかと思う。男性には男性のその世

代の言い分があるので、俯瞰できるように考えられる場が必要だと思う。生活

にかかわってくることなので、この講座の講師が熱い思いで話した分、受講者

が返してきてくれた良い講座だったと思う。

  （三間主査） 身近な暮らし、家事などの話なので、受講者も受け取りやすく、多田委員が

おっしゃるように、言われたくないこともあったのかと思うが、成果と言って

いただきありがたい。

  （高橋委員） 「男性の生き方講座（定年期）」の企画委員として関わっているが、自分の

経験の中で考えているから、なかなか飛躍できない。ジェンダーの視点を入れ

て毎年新しいテーマを考えるのは大変である。以前から言っているが、定年は

男女の別なく訪れることで、最近は女性の定年退職者が増えてきているため、

男性だけ定年期対象の講座を設けるのが不自然な感じになってきたのではない

かと思うので考えていただきたい。

         また、講座の一覧を見ると、大体 1回 30 人とか 20 人で開催されている。オ

ンラインで開催しても人数は飛躍的に増えないかもしれないが、可能性として

は広がると思う。中央区に偏った参加者の居住地も分散すると思う。ネットを

使わない方、主に高齢の方が参加できなくなるが、費用対効果を考えると、も

っと多い人数で開催できるようにすれば、飛躍的に良くなるという気がする。

万代市民会館のネット環境が悪くて、当面改修する可能性はないということで

難しいのかもしれないが、アルザにいがたの知名度が低いというのも、その辺

が影響しているような気がする。細々とやっていくことだけではなく、費用対

効果を考えて広く市民に施策を届けるよう考えていただきたい。

  （荒井課長補佐） オンライン開催と会場開催のハイブリッドで開催できれば、ネットが使えな

い方も参加できるし、新潟市は広いので、どこか違う会場で開催する選択肢も

あると考えている。
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         アルザにいがたの知名度については、アルザフォーラムといった大きなイベ

ントをきっかけにアルザにいがたを知ってもらい、主催講座への参加につなげ

られればいいと考えている。話し合いがメインの講座や自分を見つめ直す講座

は大人数ではなく少人数の方が向いていると思うので、その講座の目的や内

容、テーマによって考えていきたい。

（三間主査） 定年期向けの講座の対象は男性だけではない方がいいのではないかというご

意見については、今のところ男性の生き方講座は、対象を子育て期と定年期に

分けて実施しており、定年期向けの講座では、ジェンダーの視点を持って社会

との関わりをこうしてほしいという思いで組み立てている。高橋委員がおっし

ゃるように、時代や社会状況は変わっていき、女性でも仕事ばかりで、家庭や

地域社会と交わりにくい気持ちの方も多くなっていくかもしれないので、アル

ザの主催講座全体のバランスを見ながら検討していかなくてはと思う。

（荒井課長補佐） 新潟市男女共同参画行動計画に基づいて講座を企画している。来年度に次期

行動計画を策定するので、現在の計画の見直しの中で課題として考えていきた

い。

（２）男女共同参画市民団体協働事業の実施状況について

  （事務局） 担当より事業の報告

（３）アルザフォーラム２０２４について

  （事務局） 担当より事業の報告

  （多田委員） アルザフォーラム実行委員として、分科会において、ジェンダーギャップを

考えるカルタを参加者全員が作れるかどうか心配をしていたが、講師の話がテ

ンポよく資料が分かりやすかったこともあり、グループの中で話しながら、全

員がカルタを作成することができた。出来上がったカルタを講師が葉っぱに見

立てて木の形にして掲示したことで、言葉の感想だけでなく共感することがで

きた。ジェンダーという言葉はハードルが高いと思っていたが、料理の仕方に

よると感じた。

（荒井課長補佐） 皆さんから作っていただいたカルタを何かの機会にアルザにいがたのオープ

ンスペースに飾りたいと思っている。

（石原委員） ワークショップの講師の中に参議院議員がいたが、講師の選び方に配慮が必

要ではないか。同じテーマで講師ができる方は他にもいたはずだ。催し自体に

誤解を持たれる恐れもあり、気を付けてほしい。

（荒井課長補佐） 団体がワークショップの申し込みをする際に、相談しながら進めていきた

い。

４ 令和７年度主催講座（案）について

  （事務局） 担当より主催講座（案）の説明

５ その他

 （事務局） 新年度の第 1回の運営委員会は 6月下旬頃の開催を予定している。あらため

て各委員の日程を調整のうえ案内する。


